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『科学』平成２４年６月号
「地震の予測と対策：「想定」
をどのように活かすのか」

抄本 平成24年6月1日 島崎邦彦他２名

岩盤における設計用地震動評価
手法（耐専スペクトル）につい
て

写し 平成19年8月24日
独立行政法人

原子力安全基盤機構

地震と原発の不都合な関係～強
震動予測を巡って

写し 平成27年10月20日 東井怜

活断層の長さから推定する地震
モーメント

写し 平成27年5月 島崎邦彦

毎日新聞記事：「忘災」の原発
列島　再稼働は許されるのか
政府と規制委の「弱点」

写し 平成27年5月7日 毎日新聞

甲228

耐専スペクトルは地震の平均像を基礎としたものであって誤差ないし平均像からの乖離・
バラつきが大きいこと等

甲229

平均を上回る地震動が多数観測されている以上，平均像を元に基準地震動を策定すること
は不合理であること等

甲230
活断層の長さを用いた場合の地震モーメントの予測値と実際に活断層で発生した地震の地
震モーメントの観測値とを比較した場合，入倉・三宅の式によると，地震モーメントが過
小評価される傾向があること等

甲231
基準地震動の計算は，活断層が起こし得るさまざまな揺れの中で平均的な値を導くもので
あるが，実際の地震では，計算による平均値の２倍以上の強い揺れが全体の７パーセント
程度存在し，３倍～４倍の揺れさえも観測されていること等

号証

立　　証　　趣　　旨

甲227
地震は原理的に完全な予測が困難であること，実験のできるものではないので過去のデー
タに頼るしかないが，データが極めて不十分であるため，深刻な限界があること等

平成２４年（ワ）第３６７１号・平成２５年（ワ）第３９４６号
大飯原子力発電所運転差止等請求事件
原　告　　竹本　修三　　外
被　告　　国　　　　　　外１名

証 拠 説 明 書
（第１６準備書面関係）

２０１６年（平成２８年）１月１２日

京都地方裁判所 第６民事部合議はＡ係 御中

　　弁 護 士　　　出　　口　　治　　男

　　弁 護 士　　　渡　　辺　　輝　　人
                              　　  外
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号証

立　　証　　趣　　旨

強震動予測レシピに基づく予測
結果のバラツキ評価の検討～逆
断層と横ずれ断層の比較～

写し 平成19年8月
山田雅行・先名重樹・

藤原博行

高浜３・４号と多い３・４号の
基準地震動は過小評価されてい
る

原本 平成27年10月1日 長沢啓行

１９８５年若狭湾沿岸で発生し
た地震（敦賀での震度３の弱
震）による大飯原子力発電所１
号機の自動停止について

写し 平成27年12月14日 赤松純平

今回の地震による女川原子力発
電所第１号機の建屋の耐震安全
性評価結果について

写し 東北電力

能登半島地震を踏まえた志賀原
子力発電所の耐震安全性確認に
ついて

写し 平成19年4月19日 北陸電力

柏崎刈羽原子力発電所の耐震安
全性向上の取り組み状況

写し 平成27年10月20日 東京電力

愛媛新聞記事：基準地震動を解
く

写し 平成26年3月29日 愛媛新聞

基準地震動及び耐震設計方針に
係る審査ガイド（案）

写し 平成25年6月6日 原子力規制員会

甲238

原子力発電所における地震動想定手法が，過去に発生した地震・地震動の平均像で行われ
てきたこと等

甲232

強震動予測レシピによって算出される地震動はバラつきを有しており，特に，アスペリ
ティの強度（応力降下量）によるバラつきが大きな値となること等

甲233

大飯発電所における基準地震動が過小評価であること等

甲234

若狭湾地域においては，地震における高周波成分が大きく，応力降下量も大きくなる傾向
があるという地域性があるところ，基準地震動はこの点を適切に評価しておらず，過小評
価となっていること等

甲237
平成１９年７月１６日の新潟県中越沖地震において，柏崎・刈羽原発では，Ｓ１（設計用
最強地震）の３００ガル，Ｓ２（設計用限界地震）の４５０ガルを数倍も上回る最大加速
度１６９９ガルが観測されたこと等

甲235

平成１７年８月１６日の宮城県沖地震において，女川原発ではＳ１（設計用最強地震）を
上回る１６ガルを記録したこと等

甲236

平成１９年３月２５日の能登半島沖地震において，志賀原発では基準地震動を超過する地
震動が観測されたこと等

甲239

地震動想定手法には変わりがないこと等
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